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するとともに、今回の紀要の特集が、大学としてのキリスト教教育再構築に向けた一つの重要
な端緒となることを期待している。
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愛の神はまどろむことなく－尚絅学院とキリスト教
元尚絅学院宗教主任　小　林　孝　男
１．歴史を遡る
　明治12年（1879）、盛岡の正教会の一人の信徒が横浜に赴き、たまたま横浜浸礼教会の礼拝
に出席した際に、バプテストの宣教師N.ブラウンが日本語に翻訳した聖書と出会った。あえ
て大袈裟に表現すれば、この出会いこそが、やがて尚絅学院が誕生するに至るための序章であっ
た。
　この正教会信徒は盛岡に戻り何人かの信仰の仲間と共に、持ち帰った聖書を熱心に読み始め
る。当時の正教会は漢語訳聖書を用いていたが、その聖書を読むことができるのは、十分な教
育を受け漢文読解の素養を身に着けた限られた者だけであった。それに対しN.ブラウン訳聖
書は、だれでもが読めるように全て平仮名が使用され、訳も分かり易さを大切にしていた。彼
らはその聖書を読む中、今まで十分に知ることができなかった聖書の中身に目が開かれ、次第
に正教会から離れ別の信仰共同体を形成したいと願うようになった。そのために横浜に幾度か
手紙を書き送り、宣教師の派遣を求めたのである。そしてその要請に応えたのが、バプテスト
派宣教師T.P.ポートであった。
　明治13年（1880）１月、ポートは横浜から函館行きの船に乗り、寄港地寒風沢で下船、塩
釜からは陸路を辿り盛岡に赴き、盛岡浸礼教会を設立することになる。こうしてバプテスト派
による東北伝道が開始された。当時、外国人は居留地以外に住むことを許されていなかったた
め、ポートは内地旅行の特別なパスポートをその都度申請し、不便な長旅を繰り返しながら、
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盛岡を訪れては教会を懸命に育てた。その伝道旅行の中で、ポートは他の町でも福音を宣べ伝
え、信者を生み出し、教会を設立していった。その一つが明治13年（1880）10月設立の仙台
浸礼教会（現在の日本キリスト教団仙台ホサナ教会）であった。仙台初のプロテスタント教会
である。
　やがて仙台浸礼教会に、E.H.ジョーンズ宣教師夫妻が派遣されてくる。明治17年（1884）
のことだ。外国人が居留地以外の地に定住が許される特例措置は、日本人が設立した学校の御
雇外国人となる場合である。このことを利用し、仙台浸礼教会の信徒が明治18年（1885）に
設立した私立宮城英学校の御雇外国人として働く形で、ジョーンズは仙台に定住する初のプロ
テスタントの宣教師となった。彼の働きで仙台浸礼教会は東北におけるバプテスト派の拠点教
会として成長していくことになる。
　ジョーンズ宣教師夫妻に続き、明治19年（1886）からは独身の若い女性宣教師たちも仙台
に次々と派遣されてきた。彼女たちが着任後すぐに取り組んだことは、日本人の女子青年をバ
イブルウーマン（伝道助手）として訓練し、養成することであった。女性や子どもの集会、日
曜学校、戸別訪問などを通して伝道活動を積極的に展開するためには、どうしても助手として
バイブルウーマンが必要であり、バイブルウーマンの働きの有効性は、他の宣教地で既に実証
済みであったのだ。
　また、女性宣教師たちは様々な事情から、幼い子ども数名を自宅に預かり、共同生活をしな
がらクリスチャンとして育てる小さな「家塾」を始めることになる。明治23年（1890）のこ
とだ。明治25年（1892）にその家塾は「尚絅女学会」と名付けられ、バイブルウーマンの養
成も含め運営されることになる。尚絅学院はこの年を創立年としている。やがて明治32年
（1899）には、宮城県知事から私立学校として設立認可を受け、「尚絅女学校」として歩みを開
始し、現在の尚絅学院に繋がっていくわけである。
２．尚絅学院の土台
　このように歴史的に言えば、尚絅学院はバプテスト派の東北伝道の流れの中で生み出された
学校であり、当然のことだが最初からキリスト教との深い繋がりの中で運営されてきた学校で
ある。これまでアメリカン・バプテストから仙台に派遣された72名もの宣教師の内66名が、
尚絅学院と関わりをもって働き、学校の成長に大いに寄与してきたという事実も、そのことを
物語っている。こうした歴史を引き継いで尚絅学院の今があり、さらにその歴史は未来の尚絅
学院へと受け継がれていくことになる。
　キリスト教を土台とする尚絅学院は、以前は直接的に伝道の働きを担う人材を育てることを、
大切な使命の一つとしてきた。今もキリスト教を土台とするという点においては、何ら変わり
ないが、現在の尚絅学院に託されている使命は、総合的な人間教育である。それゆえ学校礼拝
やキリスト教関連の授業や行事が、尚絅学院の土台を学ぶいわば「縦軸のキリスト教教育」と
して重要であることは言うまでもないが、それだけでは尚絅学院の使命を果たすことはできな
い。尚絅学院に集う若者たちに、様々な分野の豊かな知識を十分に獲得させ、深い思考力や洞
察力を養い、多様な人格的出会いを提供することによって、総合的な人間教育が初めて可能に
なるからである。だから、神から託されている教育的使命を果たすために取り組んでいる尚絅
学院の教育活動全体を、「横軸のキリスト教教育」として位置付ける視点を持つことが大切な
のだ。
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　その際、決定的に重要なことがある。それは目の前にいる学生、生徒、園児、教職員一人ひ
とりの人間としての尊厳を互いに認め合い、敬意や優しさや共感の心をもって相手と向き合う
ことや、そうした人間関係を築くことを目指す姿勢を、学院内に常に息づかせることである。
なぜなら、時代を超えて尚絅学院の土台はキリスト教であり、イエス・キリストの教えの中心
は「愛」だからである。
３．愛の神はまどろむことなく
　ご存知の方はあまり多くないだろうが、学長や宗教主任の呼びかけで毎月１回「尚絅学院大
学礼拝堂夕拝」（通称ゆりが丘礼拝）が行われている。10名程度の小さな集まりである。私は
そこで２年半ほどメッセージを担当してきた。Baptist	Missionary	Magazineに掲載された宣
教師の手紙や年次報告を紐解きながら、仙台浸礼教会の初期の歴史を辿り、その中で聖書の言
葉を学んできた。一連の歴史を振り返りながら確信したことは、私たちが信じている神は、「出
会いを生み出す神」であり、「小さな者を用いる神」であり、「歴史の中で働かれる神」である、
ということであった。
　出会いを生み出す神という点では、冒頭で述べた盛岡の正教会信徒とN.ブラウン訳聖書の
出会いがある。あるいはポートが盛岡に向かう途中古川で起こった、正教会信徒の宿主や３名
の青年との出会いもある。この出会いが仙台伝道の足掛かりとなった。また、後に東北学院の
創立者となる押川方義とポートの出会いもある。ポートは仙台浸礼教会を設立した僅か二日後
には、伝道のため仙台を離れ別の地へと旅立つが、生まれたばかりの仙台浸礼教会のお世話の
一部を、バプテスト派ではない押川に委ねている。こうした数々の出会いは、人間にとっては
偶然の出来事であろうが、神にとってはご自分のご計画を実現するために準備した必然の出来
事なのだろう。
　小さな者を用いる神ということについても確信を与えられた。たくさんの「小さな者」が、
仙台浸礼教会の成長のために選ばれ用いられた。彼らは与えられた使命を果たし、やがては消
え去って行った。歴史に名が刻まれることなくである。後の世の者が、彼らの足跡を歴史の中
から掘り起こそうとしても、それはかなり困難な作業である。ただ確実なことは、神にとって
彼らは、ご計画をこの世に実現するために無くてはならない一人ひとりであり、召命に応え為
すべきことを為した「小さな者」たちの働きは、人には忘れ去られても、神の御前では決して
忘れられることなく天に記録されている、ということである。
　また、私たちが信じる神は、歴史の中で働かれる神である。時間や、空間や、時代や、文化
や、価値観の制約の中に生きる人間が織り成す歴史の中で、何ものにも制約されることのない
神は、昨日も、今日も、明日も働き続けておられる。その働きによって人智をはるかに超えた
果実が、人間の歴史の中に生み出されていくのだ。
　これらは仙台浸礼教会の初期の歴史を学びながら感じ取ったことであるが、同様のことが尚
絅学院の歴史においても言える。学生との出会い、同僚との出会い、思いがけない出来事との
出会い、それらは私たちには偶然の出来事でしかないが、何十年か後に振り返える時、その出
会いの意味や、それが神の必然であったことに気付くことになるのだろう。また、尚絅学院に
対する神のご計画の実現のために、たくさんの人たちが選ばれ、用いられてきたし、現在も用
いられている。そこではクリスチャンであるとか、ノンクリスチャンであるとかは、もはや全
く問題ではない。学生・生徒・園児にせよ、あるいは教職員にせよ、今、尚絅学院の共同体の
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中に存在するという事実こそが、神に必要とされ、選ばれ、用いられていることの証拠なのだ。
　歴史の中で働かれる神が、尚絅学院の今を、そして未来を、どのように導いてくださるのか、
私たちは知ることはできない。唯一知り得ることは、「尚絅学院を導かれる神は愛である」と
いうことだ。その愛を信頼し、その愛に依り頼み、今与えられている使命を精一杯に果たすこ
とこそが、尚絅学院の新しい歴史を作り出すことになる。そしてその歴史の中で、愛の神は尚
絅学院を導くために、まどろむことなく働き続けておられるのだ。
尚絅ブランドに見るキリスト教精神について
尚絅学院宗教主任　田　所　義　郎
　今回、「尚絅とキリスト教」というテーマでエッセイの依頼を受け、何を書くか非常に悩み
ました。「尚絅とキリスト教」という場合、やはりミード宣教師やブゼル宣教師など学校の創
設者たちの働きなどがまず思い浮かびます。これはそれほどに創設者たちの働きや実現しよう
とした建学の精神が強烈な印象を持っていることを反映していると考えられます。しかし、「尚
絅とキリスト教」について語られるときに、その話題のフォーカスが過去にばかり向けられる
のであるとすればいささか寂しい思いをさせられます。そのような思いから今回は現在に視座
を定め、エッセイの執筆を試みたいと思いました。
　現在の尚絅を知る一つの手がかりになるものとして2018年度に発表された「Passion	With	
Mission	熱い心、響かせる」というブランディングコンセプトがあります。ブランディングの
基本は、まず自己分析から始まると言われています。この自己分析は、学校側の自己イメージ
はもちろん、学生・卒業生、地域が持つ尚絅に対するイメージをも含めて分析された結果です。
今回のエッセイにおいては、このブランドコンセプトから現在の尚絅とキリスト教について考
察し、現在の尚絅にもキリスト教のかぐわしい香りが放たれていることを読み取りたいと願い
ます。
　本題に入る前に、「尚絅」という校名にまつわる興味深いエピソードを紹介したいと思います。
『尚絅女学院100年史』によると当時、婦人宣教師たちに日本語を教えていた久保寺豊太郎が『中
庸』の「衣錦尚絅」をもって「尚絅女学会」と名付けたとあります。その後、仙台にやって来
たブゼル宣教師はこの校名について「文字は難しいが意味は立派だ」と言って聖書のペテロの
手紙一３章３、４節を示して「この意味を以て学校の精神とすべきである」と熱心に主張した
ことが記されています。『尚絅女学院100年史』では、特筆すべきこととして、もともと「衣
錦尚絅」は婦人の徳についての教えではありませんでしたが、ブゼル宣教師によって婦人たち
への教えを説いたペテロの手紙一３章３、４節からの裏打ちをされたことによって女子教育を
支える理念を持った校名にバージョンアップされたことが語られています。
　私はこのエピソードを知り、聖書からの裏付けが後からなされたという点に驚かされました
（当時、広く「衣錦尚絅」とこの聖書の箇所が並べて理解されていたのではないかという指摘
もある）。今回、大学から出されたブランドコンセプトには、「衣錦尚絅」同様にキリスト教に
直接関わる言葉は使用されていません。私はここに重要なポイントが隠されているように思え
